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議
員
は
、公
職
選

挙
法
に
よ
り
、市
内
の

人
に
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、年
賀
状
な
ど
の

時
候
の
あ
い
さ
つ
状

を
出
す
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
晴

れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
、
私
ど
も
市
議
会

に
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
と
ご
協
力
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
三
木
市
の
一

層
の
発
展
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り

た
い
と
心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
三
木
市
は
市
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
、
市
政
の
更
な
る
飛
躍
に

向
け
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
市
制
施
行
70
周
年

を
記
念
し
、
12
月
定
例
会
開
会
日
に

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を

機
に
市
民
の
皆
様
が
市
議
会
を
よ
り

身
近
に
感
じ
、
ま
た
市
政
に
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎

え
、
健
康
意
識
が
ま
す
ま
す
高
ま
る

中
、
三
木
市
の
介
護
保
険
料
は
県
内

で
も
最
低
水
準
を
保
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
り
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
軽
い
運
動
を
行
い
、

体
力
を
維
持
さ
れ
、
健
康
寿
命
を
延

ば
さ
れ
る
こ
と
で
、
今
後
と
も
皆
様

が
健
康
で
明
る
く
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
十
分
に
お
聴
き
し
、
市
当
局

と
真
摯
に
議
論
を
重
ね
な
が
ら
市
政

の
発
展
に
誠
心
誠
意
努
力
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
市
議
会
の
改
革
・
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
夢
と
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

三木市議会議長
古 田  寛 明

本年もどうぞよろしく
お願い申し上げます
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　12月定例市議会は、11月27日から12月23日まで27日間の日
程で開かれました。
　11月27日には、閉会中の継続審査となっていた令和５年度
各会計の決算議案７件のうち３件を賛成多数、４件を全会一
致で認定しました。
　12月６日、９日及び10日には、質疑・一般質問を行いまし
た。
　23日には、議案18件のうち、２件を賛成多数、残る16件を
全会一致で承認または可決するとともに、市長から追加提案
された人事案件１件について、全会一致で同意しました。
　また、物価高騰の影響を特に受けている低所得者を支援す
るため必要となる経費に係る補正予算などの議案11件が追加
提案され、３件を賛成多数で、残る８件を全会一致で可決し
ました。
　さらに、請願１件について、全会一致で採択するとともに、
議員から提出された意見書案１件を全会一致で可決しました。

条

例

等
可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

12月定例会のあらまし □おもな内容□
Ｐ２～5
　●定例会のあらまし
　●議案等の審議結果
　●人事案件、請願、意見書
　●賛否が分かれた案件

Ｐ5～14
　●質疑・一般質問
　●行政視察の受入

Ｐ14～15
　●決算特別委員会審査報告
　●議会運営委員会視察報告

Ｐ16
　●議場コンサート開催に
　　ついて
　●３月定例会のお知らせ

　三木市総合計画（令和２年度～11年度）のうち基本計画について、策
定から５年を経過したことから、社会情勢の変化等に対応するため見直
すに当たり、議会の議決を求める。

三木市総合計画における基本計画の変更について

三木市職員特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 

市道路線の認定について

　令和３年３月に策定した「第８期介護保険事業計画」及び「公共施設
再配置計画」に基づき、市立デイサービスセンターひまわりを廃止する
とともに、介護保険サービスに係る利用者の負担割合について、介護保
険法に定める基準と整合するよう、所要の改正を行う。

三木市立デイサービスセンター設置及び管理に関する条例及び三木市立
在宅介護支援センター条例の一部を改正する条例の制定について

議案等の審議結果議案等の審議結果

指定管理者の指定について（三木市文化会館）

指定管理者の指定について（三木市立障害者総合支援センターはばた
　　　　　　　　　　　　　きの丘）

指定管理者の指定について（山田錦の館）

指定管理者の指定について（温泉交流館）

指定管理者の指定について（あじさいフローラみき）

指定管理者の指定について（三木市立デイサービスセンター、三木市
　　　　　　　　　　　　　立在宅介護支援センター）

指定管理者の指定について（三木ホースランドパークエオの森）
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可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

承認（全会一致）

三木市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

　団地再生事業～青山７丁目団地再耕プロジェクト～を推進するため整
備を行う（仮称）三木地域交流拠点の取得について、条例の定めるとこ
ろにより、議会の議決を求める。

財産の取得について

予

算

令和６年度三木市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和６年度三木市水道事業会計補正予算（第１号）

令和６年度三木市下水道事業会計補正予算（第１号）

指定管理者の指定について（道の駅よかわ）

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

令和６年度三木市一般会計補正予算（第６号）

令和６年度三木市介護保険特別会計補正予算（第２号）

・令和６年10月27日に執行された衆議院議員選挙に要する経費について、
　議会の承認を求める。

　予算の総額に歳入歳出それぞれ６億６２７万６千円を追加し、４０６億５，４２２万 
４千円とする。

令和６年度三木市一般会計補正予算（第４号）(専決処分)

　予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，７４５万７千円を追加し、４００億４，７９４
万８千円とする。

（主な内容）
・地域による廃校利活用の取組を支援するため、旧星陽中学校の建築基
　準法上の用途変更に必要な改修工事などの経費を追加。
・令和７年度の小・中学校における特別支援学級の児童生徒の増加に
　対応するため、特別支援学級の新設など教育環境を整備するための
　経費を追加。
・国庫補助金の交付を受けて整備した旧上吉川小学校の校舎及び体育館
　を株式会社shoichiに有償で貸与するため、法の規定に基づき、国庫補
　助金の返納金及び基金への積立金を追加。
・国の交付金を活用し、市内の認知症高齢者グループホームの老朽化に
　伴う設備の大規模改修を支援するための補助金を追加。
・国の補助金を活用し、市内の農業法人による農業用機械の導入を支援
　するための補助金を追加。
・小・中・特別支援学校の児童生徒1人1台のタブレット端末を更新する
　ための債務負担行為を新たに追加。

令和６年度三木市一般会計補正予算（第５号）

〔５００万円〕

〔３０８万円〕

〔５１３万５千円〕

〔７３２万３千円〕

〔３００万円〕

〔債務負担行為〕

（主な内容）
・物価高騰の影響が特に大きい低所得者の生活を支援するため、国の重
　点支援地方交付金を活用し、住民税非課税世帯１世帯当たり３万円を
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人

事
同意（全会一致）人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

請

願採択（全会一致）建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と国民負担
軽減措置を求める請願

建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と国民負担
軽減措置を求める意見書

可決（全会一致）令和６年度三木市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和６年度三木市介護保険特別会計補正予算（第３号）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

令和６年度三木市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

可決（全会一致）令和６年度三木市学校給食事業特別会計補正予算（第２号）

可決（全会一致）令和６年度三木市水道事業会計補正予算（第２号）

認定（賛成多数）令和５年度三木市一般会計歳入歳出決算

認定（賛成多数）令和５年度三木市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

令和５年度三木市介護保険特別会計歳入歳出決算

認定（賛成多数）令和５年度三木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

令和５年度三木市学校給食事業特別会計歳入歳出決算

令和５年度三木市水道事業会計剰余金の処分及び決算

令和５年度三木市下水道事業会計剰余金の処分及び決算

可決（全会一致）

可決（全会一致）

令和６年度三木市下水道事業会計補正予算（第２号）

　支給するとともに、その世帯のうち子育て世帯に子ども１人当たり２
　万円を加算して支給するための経費を追加。

人権擁護委員の推薦に同意

任期満了に伴い、芝本　由美子　氏（志染町青山）を再任することに同意しました。

〔３億４,５００万円〕

決

算

意

見

書

１　国民や事業者に対し、アスベストの健康被害、アスベスト関連法改正の周知徹底を図ること。
２　アスベストによる健康被害の未然防止を図るため、「住宅・建築物安全ストック形成事業  
　（住宅・建築物アスベスト改修事業）」について、レベル１建材のみならず、レベル２・レベ
　　ル３建材も対象とし、調査・除去費用の助成制度を拡充するなど国民負担の軽減を図ること。

下記の事項を政府に要望しました。　　　　　　　　　（令和6年12月23日可決、同日提出）

◆建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と国民負担軽減措置を
　求める意見書

政 府 に 要 望 （要旨）
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志
誠
会

　
　
　

大
西　

秀
樹 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
総
合
計
画
に
お
け
る

　
　

基
本
計
画
の
変
更

【
一
般
質
問
】

　

・
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

の
三
木
市
負
担
分

　

・
青
山
７
丁
目
団
地
再
耕
プ
ロ

　
　

ジ
ェ
ク
ト

　

・
地
域
計
画
の
進
捗
状
況
及
び
、

　
　

今
後
三
木
市
が
考
え
る
農
地

　
　

整
備
の
方
向
性

　

・
財
源
確
保

財
源
確
保

　
　

　
　

①
三
木
市
土
地
開
発
公
社
所

　
　

有
地
の
販
売
実
績
等
活
用
状

況②
同
公
社
所
有
の
第
２
工
場
公
園

用
地
の
購
入
目
的
と
購
入
金
額
合

計
及
び
計
画
の
進
捗
状
況

③
公
有
物
件
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
活
用

　
　

①
土
地
開
発
公
社
は
、
公
共

　
　

用
地
を
迅
速
に
取
得
す
る
た

め
、
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
銀

行
か
ら
資
金
を
借
り
受
け
て
土
地

を
取
得
し
て
き
た
。

　

土
地
開
発
公
社
が
所
有
し
て
い

る
土
地
は
、
道
路
整
備
な
ど
市
が

取
得
す
る
予
定
が
あ
る
公
有
用
地
、

事
業
の
土
地
と
し
て
所
有
し
て
い

る
代
替
地
、
市
の
事
業
廃
止
等
で

市
の
取
得
予
定
が
な
く
な
っ
た
特

賛否が分かれた案件 賛成＝○　反対＝●

※1　古田寛明議員（市民クラブ）は議長職のため、表決権はありません。

三木市総合計画にお
ける基本計画の変更

三木市立デイサービ
スセンター設置及び
管理に関する条例及
び三木市立在宅介護
支援センター条例の
一部改正

議会の議員の議員報
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正
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関する条例の一部改
正
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（3名）
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○
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●

●

●

●

●

○

○

●
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○

※1

議 

長

答 問

　

12
月
６
日
、
９
日
、
10
日
に
質
疑
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

８
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全
般
に

わ
た
り
理
事
者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

質
疑
・
一
般
質
問

質
疑
・
一
般
質
問
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定
土
地
の
３
種
類
が
あ
る
。
現
在
、

公
有
用
地
は
約
４
万
６
千
１
０
０

㎡
、
代
替
地
は
約
１
千
２
０
０
㎡
、

特
定
土
地
は
約
１
万
２
千
５
０
０

㎡
を
所
有
し
て
い
る
。

　

土
地
開
発
公
社
は
、
特
定
土
地

の
処
分
を
進
め
て
お
り
、
令
和
２

年
度
以
降
に
民
間
へ
土
地
を
売
却

し
た
実
績
は
、
面
積
で
約
７
千
５

０
０
㎡
、
金
額
に
し
て
約
４
億
４

千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
は
、
特
定
土
地
２

か
所
の
売
却
手
続
と
併
せ
て
、
所

有
地
の
貸
付
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
６
年
度
の
賃
料
収
入
は
、
約
２

３
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

②
小
野
工
業
団
地
と
一
体
的
に
新

産
業
基
地
化
を
目
指
す
第
２
工
場

公
園
整
備
の
た
め
の
用
地
と
し
て
、

久
留
美
、
大
村
の
山
林
計
３
万
36

㎡
を
３
億
１
千
６
９
５
万
１
千

５
０
２
円
で
平
成
３
年
及
び
平
成

４
年
に
取
得
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
等

に
よ
り
開
発
計
画
の
推
進
が
難
し

い
と
判
断
し
た
た
め
、
現
在
、
第

２
工
場
公
園
の
計
画
を
実
施
す
る

予
定
は
な
い
。

③
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
と
は
、

市
が
所
有
す
る
施
設
に
愛
称
を
命

名
す
る
権
利
を
民
間
事
業
者
等
に

売
却
し
、
そ
の
対
価
と
し
て
広
告

料
を
得
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推

進
、
市
所
有
財
産
の
土
地
・
建
物

の
売
却
、
閉
校
と
な
っ
た
学
校
の

不
要
物
品
の
売
却
、
再
資
源
処
理

業
者
へ
の
古
紙
の
売
却
、
不
要
と

な
っ
た
公
用
車
の
売
却
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
・
封
筒
・
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
へ
の
広
告
掲
載

な
ど
に
よ
り
収
入
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
、
収
入
を
確
保
す
る
た

め
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
を

は
じ
め
、
庁
舎
内
や
公
用
車
へ
の

広
告
掲
載
、
広
告
付
き
Ａ
Ｅ
Ｄ
及

び
庁
舎
案
内
パ
ネ
ル
な
ど
、
民
間

事
業
者
等
か
ら
自
由
な
提
案
を
募

集
す
る
民
間
提
案
制
度
の
導
入
も

検
討
し
、
収
入
の
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　

土
地
開
発
公
社
が
抱
え
て
い

　
　

る
土
地
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
や
市

の
協
議
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考

え
を
問
う
。

　
　

現
在
、
ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園

　
　

都
市
で
企
業
用
地
を
確
保
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
市
単
独
の
第

２
工
場
公
園
事
業
を
行
う
必
要
が

な
い
た
め
、
土
地
開
発
公
社
と
所

管
課
と
で
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

公
政
会

　
　
　

初
田　

稔　

 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
指
定
管
理
者
の
指
定
（
三
木

　
　

市
文
化
会
館
）

【
一
般
質
問
】

　

・
市
民
か
ら
託
さ
れ
た
寄
附
金

　
　

の
活
用

　

・
三
木
市
中
央
公
民
館
建
替
え

　
　

の
関
連
事
項

　

・
上
の
丸
本
陣
跡
の
ト
イ
レ
撤

　
　

去
の
理
由

　

・
教
室
の
エ
ア
コ
ン
の
使
用
制

　
　

限
解
除

　

・
市
内
高
校
の
学
校
再
編
の
影

　
　

響

　

・
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

企
業
団
へ
の
繰
出
金

教
室
の
エ
ア
コ
ン
の
使
用

制
限
解
除

　
　

　
　

こ
の
夏
猛
暑
の
中
、
市
内
中

　
　

学
校
の
一
部
の
教
室
に
設
置

さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
が
、
１
学

期
後
半
か
ら
９
月
末
頃
ま
で
正
常

運
転
で
き
ず
、
教
室
内
の
室
温
計

が
連
日
30
度
を
超
え
過
酷
な
環
境

で
授
業
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
件
に
つ
い
て

①
生
徒
、
教
師
の
う
ち
熱
中
症
な

ど
健
康
不
良
を
訴
え
た
人
の
有
無

②
学
校
、
市
教
委
は
こ
の
状
況
を

い
つ
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
ら
れ
た
の
か

③
先
の
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

「
動
力
」
デ
マ
ン
ド
契
約
に
よ
り

エ
ア
コ
ン
が
使
用
制
限
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
公
表
さ
れ
た
が
、
教
職

員
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
周
知

さ
れ
て
い
た
の
か

④
生
徒
、
教
師
の
健
康
・
命
を
最

優
先
に
考
え
エ
ア
コ
ン
を
使
用
可

答

問

問
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能
と
す
る
た
め
、
早
急
に
全
校
調

査
し
た
上
で
デ
マ
ン
ド
契
約
の
廃

止
又
は
内
容
変
更
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
当
局
の

考
え
を
伺
う
。

　
　

①
空
調
設
備
の
不
具
合
が
原

　
　

因
で
健
康
不
良
等
を
訴
え
た

生
徒
の
特
定
は
難
し
い
が
、
学
校

生
活
全
般
で
暑
さ
等
に
よ
り
健
康

不
良
を
訴
え
た
生
徒
は
い
た
。

②
空
調
設
備
の
不
具
合
は
、
令
和

６
年
７
月
８
日
に
学
校
か
ら
教
育

委
員
会
へ
連
絡
が
あ
り
、
７
月
11

日
に
工
事
業
者
と
現
地
で
状
況
を

確
認
し
た
。
そ
の
際
、
冷
媒
ガ
ス

の
圧
力
は
正
常
範
囲
で
あ
り
、
空

調
設
備
の
故
障
も
確
認
で
き
な
い

こ
と
や
、
夕
方
や
曇
り
の
日
に
は

空
調
が
利
く
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
た
め
、
経
過
観
察
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
９
月
11
日
に
再
度
学

校
か
ら
空
調
が
利
か
な
い
と
連
絡

が
あ
り
、
９
月
13
日
に
空
調
メ
ー

カ
ー
の
修
理
業
者
と
現
地
で
状
況

を
確
認
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
空
調
設
備
は
デ
マ

ン
ド
制
御
が
入
り
、
出
力
を
下
げ

て
運
転
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た

た
め
、
デ
マ
ン
ド
制
御
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
改
善

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　

な
お
、
学
校
で
は
、
教
室
で
サ

ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
回
し
、
子
ど

も
た
ち
に
は
、
う
ち
わ
や
ハ
ン
デ

ィ
ー
扇
風
機
な
ど
の
体
を
冷
や
す

物
の
持
参
を
認
め
た
り
、
体
操
服

や
薄
着
で
過
ご
さ
せ
た
り
し
て
、

熱
中
症
対
策
を
図
っ
た
。

③
デ
マ
ン
ド
制
御
は
、
空
調
設
備

運
転
時
の
節
電
を
図
る
た
め
、
空

調
設
備
を
自
動
制
御
し
て
ピ
ー
ク

電
力
を
抑
制
す
る
機
能
で
、
平
成

25
年
に
整
備
し
た
空
調
設
備
に
採

用
し
て
い
る
。
学
校
に
対
し
て
は
、

三
木
市
立
学
校
園
空
調
設
備
運
用

基
準
を
作
成
し
、
周
知
し
て
い
る
。

④
児
童
生
徒
の
安
全
な
教
育
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
空
調
設
備
の

デ
マ
ン
ド
解
除
を
含
め
た
改
善
対

策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
現
在
の
デ
マ
ン
ド
制

御
で
正
常
な
空
調
制
御
の
効
果
が

あ
る
学
校
も
あ
り
、
デ
マ
ン
ド
解

除
だ
け
で
は
な
く
、
デ
マ
ン
ド
の

設
定
変
更
で
既
存
の
設
定
値
を
緩

和
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
改

善
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

問
題
発
生
時
に
エ
ア
コ
ン
が

　
　

利
く
教
室
へ
の
移
動
は
検
討

し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

複
数
ク
ラ
ス
を
同
時
に
変
更

　
　

で
き
る
空
き
教
室
が
な
か
っ

た
こ
と
や
、
特
別
教
室
で
は
電
子

黒
板
も
な
く
、
机
の
形
状
も
違
う

こ
と
、
ま
た
、
天
候
に
よ
り
空
調

が
利
く
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

移
動
は
し
な
か
っ
た
。

○
生
徒
や
教
師
の
健
康
を
最
優
先

し
、
デ
マ
ン
ド
契
約
の
内
容
変
更

を
早
急
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　

西
垣　

弘
志 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
総
合
計
画
の
見
直
し

　

・
三
木
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　

有
効
利
用

　

・
三
木
市
の
政
策
と
今
後
の
公

　
　

共
施
設
整
備

　

・
滋
賀
県
で
の
保
護
司
殺
害
事

　
　

件
を
受
け
て
の
市
内
の
保
護

　
　

司
活
動

三
木
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
有
効
利
用　
　

　
　

令
和
５
年
６
月
第
３
７
６
回

　
　

定
例
会
の
「
体
育
館
を
改
修

す
る
と
き
に
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

要
望
に
よ
り
そ
の
施
設
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
調
整
は
で
き
る
の
か
」

と
の
質
問
に
、
「
改
修
す
る
に
あ

た
っ
て
、
団
体
等
か
ら
要
望
が
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
内
部
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い

う
主
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
団

体
等
か
ら
施
設
確
保
の
た
め
の
改

修
要
望
等
が
あ
れ
ば
、
計
画
さ
れ

た
改
修
時
以
外
で
も
随
時
の
改
修

は
検
討
で
き
な
い
の
か
。

　
　

吉
川
総
合
公
園
文
化
体
育
館

　
　

は
、
三
木
市
公
園
施
設
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
改
修
工
事
を

答

問

問

答

答
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▲吉川総合公園文化体育館

順
次
行
っ
て
い
る
が
、
計
画
期
間

の
令
和
14
年
度
ま
で
に
建
屋
及
び

床
の
改
修
工
事
の
予
定
は
な
い
。

現
在
は
、
必
要
に
応
じ
軽
微
な
補

修
工
事
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
　
小
規
模
の
改
修
予
定
は
決
ま

　
　
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

小
規
模
の
改
修
は
、
使
用
に

　
　

お
い
て
何
ら
か
の
小
さ
い
修

繕
の
必
要
な
箇
所
が
生
じ
た
際
に

実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
計
画
的

に
進
め
て
い
る
改
修
で
は
な
い
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
、
市
民
か

　
　
ら
改
修
の
要
望
を
取
り
ま
と

め
、
正
式
に
要
望
す
れ
ば
、
随
時

改
修
は
検
討
で
き
る
の
か
。

　
　

要
望
を
い
た
だ
い
た
か
ら
と

　
　

い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
改
修
が

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、

利
用
状
況
等
を
確
認
し
た
上
で
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
や
施
設
関
係
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
す
る
。

○
今
後
も
市
と
し
て
、
市
民
の
声

を
聴
き
、
利
用
者
個
人
ま
た
は
、

チ
ー
ム
や
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
施
設
の
改
修
整

備
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

　
志
誠
会

　
　
　
戸
田
　
昌
樹 

議
員　

【
一
般
質
問
】

　

・
入
札
制
度

　

・
観
光
促
進

　

・
多
文
化
共
生
促
進

　

・
学
校
教
育

多
文
化
共
生
促
進
　
　

　
　
①
市
民
協
働
課
と
し
て
の
取

　
　
組

②
多
言
語
対
応
と
や
さ
し
い
日
本

語
対
応

③
教
育
委
員
会
の
関
わ
り
方
と
プ

ラ
ン
推
進

　
　

①
市
で
は
増
加
す
る
外
国
人

　
　

住
民
と
多
様
化
す
る
相
談
に

応
え
る
た
め
、
令
和
２
年
５
月
に

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
に
外
国
人
住
民

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
各
種
行
政

手
続
や
日
常
生
活
、
在
留
資
格
等

に
関
す
る
相
談
に
対
応
を
し
て
い

る
。
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
三
木
市
全
体
で

多
文
化
共
生
に
対
す
る
理
解
の
促

進
や
生
活
支
援
等
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
た
め
、
令
和
６
年
３
月

に
「
三
木
市
多
文
化
共
生
推
進
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
令
和
６
年

度
は
庁
内
各
課
で
プ
ラ
ン
の
基
本

方
針
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
施
策

（
取
組
目
標
）
を
ま
と
め
、
そ
の

実
施
計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
事

業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
を
多
文
化
共
生
推
進

プ
ラ
ン
策
定
検
証
委
員
会
に
定
期

的
に
諮
り
、
進
捗
を
管
理
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

市
民
協
働
課
で
は
、
職
員
向
け

に
「
多
文
化
理
解
研
修
」
や
、

「
や
さ
し
い
日
本
語
研
修
」
を
開

催
し
て
い
る
。
や
さ
し
い
日
本
語

と
は
、
例
え
ば
「
記
入
し
ま
す
」

と
い
う
言
葉
を
「
書
き
ま
す
」
に
、

「
和
室
」
と
い
う
単
語
を
「
畳
の

部
屋
」
と
い
う
ふ
う
に
難
し
い
言

葉
を
簡
単
で
や
さ
し
い
日
本
語
に

言
い
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
効

果
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
は
地
域
や

自
治
会
を
対
象
と
し
た
「
多
文
化

理
解
研
修
」
を
、
令
和
６
年
度
は

企
業
を
対
象
と
し
た
「
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
た
。
行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
企
業
な
ど
三
木
市
全
体
で

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

②
市
に
は
、
令
和
６
年
10
月
現
在

で
２
千
６
０
０
人
を
超
え
る
外
国

人
住
民
が
居
住
し
、
そ
の
国
籍
は

50
か
国
に
及
ぶ
た
め
、
言
語
の
壁

が
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
、
「
や

さ
し
い
日
本
語
」
で
の
対
応
を
基

本
と
す
る
情
報
提
供
や
窓
口
対
応

を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
情
報
誌
「
三
木
市

生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
「
ご
み

答

問

問答 問

答



みき市議会だより198号
令和６年12月 定例会９

の
分
別
と
収
集
日
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
、
「
三
木
市
多
文
化
共
生
推

進
プ
ラ
ン
（
概
要
版
）
」
な
ど
に

つ
い
て
は
、
多
言
語
に
よ
る
情
報

提
供
を
行
い
、
外
国
人
住
民
が
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
理
解
し
、

利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め

て
い
る
。
職
員
に
は
、「
や
さ
し
い

日
本
語
」
の
活
用
方
法
な
ど
の
実

務
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域

住
民
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
や
さ
し
い
日
本
語

の
活
用
を
周
知
啓
発
し
て
い
る
。

　

外
国
人
住
民
に
は
、
日
常
生
活

で
必
要
と
な
る
基
礎
的
な
日
本
語

学
習
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
語

教
室
を
開
催
し
外
国
人
住
民
の
居

場
所
と
な
り
、
同
じ
地
域
に
暮
ら

す
人
々
が
交
流
で
き
る
貴
重
な
場

所
と
し
て
日
本
語
学
習
の
機
会
の

拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

③
日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
人

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
そ
の
児

童
生
徒
の
母
国
語
が
話
せ
る
母
語

サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、
心
の
安

定
や
学
習
、
生
活
面
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
主
に
退
職
し
た
教
員
が

担
っ
て
い
る
日
本
語
指
導
支
援
員

を
学
校
に
派
遣
し
、
在
籍
し
て
い

る
教
室
を
離
れ
て
個
別
に
学
習
す

る
時
間
を
設
け
る
な
ど
、
日
本
語

に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

支
援
体
制
の
充
実
は
、
外
国
人

児
童
生
徒
の
日
本
語
の
力
を
適
切

に
把
握
し
、
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
教
員
研
修
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
市
に
お
け
る
日
本
語

指
導
の
研
究
及
び
実
践
内
容
に
つ

い
て
経
験
が
多
い
指
導
的
立
場
の

教
員
か
ら
、
全
学
校
に
広
げ
て
い

く
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

公
明
党

　
　
　

内
藤　

博
史 

議
員
　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当

　
　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
認
知
症
施
策

　

・
健
康
福
祉
施
策

　

・
学
生
支
援
事
業

　

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
更

　
　

新
後
の
使
用
済
み
端
末
の
処

　
　

理
認
知
症
施
策　
　

　
　

①
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計

　
　

画
の
策
定

②
「
新
し
い
認
知
症
観
」
の
市
と

し
て
の
捉
え
方
や
取
組

③
認
知
症
の
人
の
尊
厳
あ
る
暮
ら

し
を
守
る
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の

普
及

④
認
知
症
の
人
の
行
方
不
明
対
策

の
強
化

ア　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
し
出
し
助
成
の

状
況
と
積
極
的
な
活
用
に
向
け
て

の
取
組

イ　

衣
服
や
杖
、
靴
や
爪
等
に
貼

れ
る
二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ

た
シ
ー
ル
の
活
用

⑤
国
が
推
奨
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
公
的
介

護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
参
考
事
例

集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
脳
の
健

康
教
室
」
の
導
入

　
　

①
現
在
、
市
で
は
介
護
保
険

　
　

事
業
計
画
を
策
定
し
、
認
知

症
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新

た
な
計
画
は
、
認
知
症
基
本
法
の

理
念
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
令
和
８

年
度
に
策
定
予
定
の
第
10
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
て
一
体
的
に
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
国
で
示
さ
れ
た
新
し
い
認
知
症

観
は
、
誰
も
が
認
知
症
に
な
り
得

る
と
い
う
視
点
で
、
認
知
症
に
な

っ
て
か
ら
も
一
人
一
人
が
個
人
と

し
て
で
き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ

と
が
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

仲
間
な
ど
と
つ
な
が
り
な
が
ら
希

望
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
こ
の
新
し
い
認
知
症
観
は
、

市
の
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
掲
げ
て
い
る
「
高
齢
者
が
自
分

ら
し
く
生
き
が
い
を
持
っ
て
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
み
ん
な

で
支
え
合
う
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
」

答

問
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と
い
う
基
本
理
念
と
も
合
致
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
で
の
正
し
い
知
識
や
理

解
の
促
進
に
加
え
、
９
月
の
認
知

症
月
間
に
は
、
市
役
所
に
懸
垂
幕

を
掲
げ
、
認
知
症
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
を
行
う
な
ど
、
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
る
。

③
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、
フ
ラ

ン
ス
語
で
「
人
間
ら
し
さ
を
取
り

戻
す
」
と
い
う
意
味
で
、
認
知
症

の
人
に
優
し
さ
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
で
あ
る
。
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
中
で
、
認

知
症
の
人
と
接
す
る
時
の
心
構
え

と
し
て
、
本
人
の
視
点
に
立
っ
て

望
ん
で
い
る
こ
と
、
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
読
み
取
り
な
が
ら
接

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

る
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
現
在
行
っ
て
い
る
取
組

に
加
え
、
様
々
な
技
法
を
情
報
収

集
す
る
と
と
も
に
、
研
究
し
て
い

く
。

④
ア　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
靴
な
ど
に
取
り

付
け
る
こ
と
で
行
方
不
明
に
な
っ

た
時
に
家
族
な
ど
が
早
期
に
居
場

所
を
発
見
す
る
た
め
の
取
組
で
、

令
和
６
年
11
月
末
の
利
用
者
は
７

人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

市
が
作
成
す
る
介
護
保
険
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
ほ
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
民
生
委
員
へ
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
警
察
に
も
事
業
の
説

明
を
行
い
、
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
高
齢
者
を
発
見
し
た
と
き

に
、
そ
の
家
族
な
ど
に
案
内
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い

る
。

④
イ　

二
次
元
コ
ー
ド
付
シ
ー
ル

を
杖
や
靴
を
身
に
付
け
て
い
な
け

れ
ば
、
身
元
確
認
が
で
き
ず
、
身

に
付
け
て
い
た
と
し
て
も
制
度
が

一
般
的
で
な
い
た
め
、
発
見
者
が

シ
ー
ル
に
気
付
か
ず
、
連
絡
さ
れ

な
い
と
い
っ
た
場
合
が
あ
る
。
さ

ら
に
シ
ー
ル
を
読
み
取
り
、
認
知

症
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
、
消
費

者
被
害
に
遭
う
恐
れ
も
あ
る
た
め
、

市
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
二
次
元
コ

ー
ド
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
介
護
予
防
の
た
め
に
ハ
ー
ト
フ

ル
プ
ラ
ザ
み
き
や
吉
川
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
、
市
内
６
つ
の
自

主
グ
ル
ー
プ
が
「
頭
す
っ
き
り
教

室
」
を
開
催
し
、
認
知
機
能
の
維

持
向
上
の
た
め
に
頭
の
体
操
や
脳

ト
レ
を
実
施
し
て
い
る
。
認
知
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
も
含
め
、

他
市
の
取
組
に
つ
い
て
今
後
研
究

を
進
め
る
。

　
日
本
共
産
党

　
　
　
板
東
　
聖
悟 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
総
合
計
画
に
お
け
る

　
　

基
本
計
画
の
変
更

【
一
般
質
問
】

　

・
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

　

・
災
害
時
の
廃
棄
物

災
害
時
の
廃
棄
物
　
　

　
　
①
災
害
廃
棄
物
の
近
隣
集
積

　
　
所
・
一
次
仮
置
場
の
候
補
地

の
選
定

②
平
常
時
か
ら
各
家
庭
の
不
要
な

も
の
を
処
分
す
る
こ
と
の
重
要
性

③
携
帯
ト
イ
レ
等
の
廃
棄
物
処
理

　
　
①
近
隣
集
積
所
と
は
、
被
災

　
　

者
の
生
活
環
境
の
確
保
や
道

路
脇
等
へ
の
災
害
廃
棄
物
の
散
乱

防
止
を
目
的
と
し
て
、
災
害
廃
棄

物
を
仮
に
集
積
し
て
お
く
場
所
の

こ
と
で
あ
る
。

　

一
次
仮
置
場
と
は
、
災
害
廃
棄

物
を
処
理
前
に
一
定
期
間
、
分
別
、

保
管
し
、
処
理
場
へ
搬
出
す
る
場

所
の
こ
と
で
あ
る
。

　

近
隣
集
積
所
と
一
次
仮
置
場
は

と
も
に
、
令
和
３
年
３
月
の
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定
時
に
、

市
内
の
各
地
区
に
対
し
て
場
所
の

選
出
を
依
頼
し
、
そ
の
場
所
の
現

地
調
査
を
行
い
、
候
補
地
と
し
て

適
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
選
定
し
て

い
る
。

　

な
お
、
こ
の
近
隣
集
積
所
及
び

問答
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一
次
仮
置
場
の
候
補
地
は
、
仮
置

場
の
運
営
が
さ
れ
る
前
に
災
害
ご

み
が
無
秩
序
に
置
か
れ
る
な
ど
の

混
乱
や
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た

め
、
事
前
に
公
表
は
し
て
い
な
い
。

②
市
で
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に

大
規
模
災
害
時
の
ご
み
の
出
し
方

を
掲
載
し
、
不
要
な
も
の
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
た
り
廃
棄
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
に
散
乱
す
る
も

の
が
少
な
く
な
り
災
害
ご
み
も
少

な
く
な
る
と
、
市
民
の
皆
様
へ
平

常
時
か
ら
の
不
要
物
処
分
に
つ
い

て
日
頃
か
ら
意
識
づ
け
を
行
っ
て

い
る
。

③
市
で
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に

携
帯
ト
イ
レ
の
捨
て
方
と
し
て
、

「
使
用
済
み
の
携
帯
ト
イ
レ
は
他

の
可
燃
ご
み
と
は
別
に
し
て
、
携

帯
ト
イ
レ
に
付
属
す
る
袋
の
口
を

固
く
結
ん
で
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
箱

に
ま
と
め
て
入
れ
、
さ
ら
に
そ
れ

を
可
燃
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
災
害

用
ト
イ
レ
ご
み
ま
た
は
使
い
捨
て

携
帯
ト
イ
レ
ご
み
と
分
か
る
よ
う

に
表
示
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
内
容
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

な
お
、
使
用
済
み
の
携
帯
ト
イ

レ
の
ご
み
収
集
運
搬
方
法
は
、
他

の
可
燃
ご
み
の
よ
う
に
回
転
圧
縮

盤
が
あ
る
じ
ん
芥
収
集
車
で
は
な

く
、
別
の
平
ボ
デ
ィ
の
ト
ラ
ッ
ク

車
両
で
圧
縮
せ
ず
に
収
集
運
搬
を

行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
近
隣
集
積
所
と
一
次
仮
置
場

　
　
は
、
ど
う
い
う
範
囲
で
設
置

さ
れ
る
の
か
。

　
　
災
害
規
模
に
も
よ

　
　

る
が
、
現
時
点
の

計
画
で
は
、
近
隣
集
積

所
は
、
各
自
治
会
単
位

で
候
補
地
の
選
定
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

一
次
仮
置
場
も
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
に

ど
の
程
度
の
日
数
が
必

要
か
を
勘
案
し
て
設
置

す
る
か
し
な
い
か
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
近
隣
集
積
所
を
各

　
　
自
治
会
に
設
置
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
自
主

防
災
組
織
で
管
理
す
る

体
制
を
作
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
近
隣
集
積
所
の
管
理
を
自
治

　
　

会
に
任
せ
る
事
態
が
生
じ
た

際
、
自
主
防
災
組
織
が
管
理
す
る

の
か
、
地
元
区
長
を
通
じ
て
近
隣

集
積
所
の
状
況
に
つ
い
て
市
と
連

絡
を
取
り
合
う
の
か
を
決
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
た
め
、
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
や
地
域
防
災
計
画
に

そ
れ
ら
の
内
容
を
含
め
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
市
民
が
平
時
か
ら
不
要
な
も

　
　
の
を
処
分
し
、
災
害
ご
み
を

減
ら
す
と
い
う
意
識
を
持
つ
た
め
、

他
県
で
行
わ
れ
た
住
民
参
加
型
の

仮
置
場
訓
練
の
よ
う
な
取
組
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

そ
の
よ
う
な
意
識
づ
け
を
周

　
　

知
啓
発
す
る
た
め
に
も
、
防

災
訓
練
の
所
管
課
と
連
携
し
、
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
日
本
共
産
党

　
　
　
大
眉
　
均
　 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
総
合
計
画
に
お
け
る

　
　

基
本
計
画
の
変
更

　

・
三
木
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　
　

ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関

　
　

す
る
条
例
及
び
三
木
市
立
在

　
　

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

　
　

の
一
部
改
正

　

・
指
定
管
理
者
の
指
定

問 問

答

答

問答
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▲資格確認書（イメージ）

【
一
般
質
問
】

　

・
健
康
保
険
証

　

・
金
物
ま
つ
り

健
康
保
険
証　
　

　
　

12
月
２
日
以
降
の
健
康
保
険

　
　

証
の
新
規
発
行
の
廃
止

①
現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限

②
資
格
確
認
書
の
発
行

ア　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
な
い
人
、
保
険
証
を
登
録

し
て
い
な
い
人

イ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保

険
証
を
登
録
し
て
い
る
人

③
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
登
録
解
除

　
　

①
三
木
市
国
民
健
康
保
険
及

　
　

び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
康
保
険
証
は
、
記
載
さ
れ
て
い

る
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
、
最

長
で
令
和
７
年
７
月
31
日
と
な
っ

て
い
る
。

②
ア　

資
格
確
認
書
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
登
録

を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
発
行
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険
証
と
同
じ

よ
う
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
。

　

資
格
確
認
書
は
、
現
在
お
持
ち

の
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
ま
で

に
送
付
す
る
。
国
民
健
康
保
険
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合
、

有
効
期
限
は
毎
年
７
月
31
日
で
、

自
動
更
新
さ
れ
る
。

イ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
、
つ
ま
り
マ
イ

ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
資

格
確
認
書
は
発
行
し
な
い
。
し
か

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
が
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
、

障
が
い
者
な
ど
配
慮
の
必
要
な
方
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
紛
失
等

の
理
由
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
資

格
確
認
書
を
発
行
す
る
。

③
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
に

発
行
す
る
。
登
録
さ
れ
て
い
る
内

容
を
自
身
で
簡
易
に
確
認
で
き
、

現
在
お
持
ち
の
健
康
保
険
証
の
有

効
期
限
ま
で
に
送
付
す
る
。

　

70
歳
未
満
の
方
は
有
効
期
限
が

な
く
、
資
格
情
報
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
、
新
た
に
発
行
す
る
。
70

歳
以
上
の
方
は
有
効
期
限
が
毎
年

７
月
31
日
で
あ
り
、
自
動
更
新
さ

れ
る
。

④
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を

解
除
し
た
い
場
合
は
、
加
入
し
て

い
る
保
険
者
に
申
請
す
る
こ
と
で

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
木

市
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
方
は
、
市
の
窓
口
で

手
続
が
で
き
る
。

　
　

資
格
確
認
書
を
全
員
に
送
付

　
　

で
き
な
い
の
か
。

　
　

事
務
の
取
扱
い
は
、
国
の
通

　
　

知
に
よ
り
決
め
て
い
る
た
め
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い

人
に
だ
け
発
行
す
る
と
い
う
ル
ー

ル
で
進
め
て
い
る
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
時
の
ト

　
　

ラ
ブ
ル
等
に
伴
い
、
健
康
保

険
証
存
続
の
声
が
あ
る
が
、
市
と

し
て
も
国
に
対
し
て
そ
の
声
を
上

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

今
後
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
全

　
　

国
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

利
用
率
が
上
が
っ
て
く
る
と
思
う
。

　

ま
ず
は
国
の
通
知
に
従
っ
て
進

め
、
全
国
的
な
様
子
を
見
な
が
ら
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と

も
考
え
て
い
き
た
い
。

○
新
規
で
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た

方
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
は
な
く

資
格
確
認
書
で
も
保
険
診
療
を
受

診
で
き
る
こ
と
を
周
知
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
従
来
の
健
康
保
険
証

を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
是

非
、
活
か
し
て
ほ
し
い
。

答 問

問問 答答
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日
本
維
新
の
会

　
お
ぎ
は
ら 

吉
江 

議
員　

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
子
ど

　
　

も
の
支
援
体
制

　

・
英
語
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　

・
い
じ
め
の
な
い
安
心
し
て
通

　
　

え
る
学
校
の
実
現

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
子

ど
も
の
支
援
体
制
　
　

　
　
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
子
ど

　
　
も
を
早
期
に
発
見
し
、
早
期

療
育
や
適
切
な
教
育
機
関
に
つ
な

げ
る
支
援
体
制

①
就
学
相
談
・
就
学
先
の
決
定
手

続
き

②
具
体
的
な
支
援
情
報
の
提
供

③
難
聴
児
支
援

　
　
①
各
学
校
・
園
で
は
、
担
任

　
　

や
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

相
談
業
務
を
担
っ
て
い
る
教
員
が

就
学
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
三
木
特
別
支
援
学
校

及
び
三
木
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー
で

も
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　

就
学
相
談
で
は
、
保
護
者
か
ら

就
学
に
向
け
て
の
不
安
や
悩
み
を

お
聴
き
し
、
適
切
な
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
に
加
え
、
学
校
へ
の
見

学
時
に
も
担
任
な
ど
が
同
行
し
な

が
ら
、
子
ど
も
と
保
護
者
が
安
心

し
て
就
学
先
を
検
討
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

就
学
先
の
決
定
手
続
は
、
幼
稚

園
、
こ
ど
も
園
、
保
育
所
、
学
校

が
保
護
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
適

切
な
就
学
先
を
決
定
す
る
た
め
の

情
報
を
ま
と
め
た
教
育
支
援
カ
ー

ド
を
作
成
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
、
医

師
や
大
学
教
授
等
の
専
門
的
な
知

見
を
有
し
た
委
員
で
構
成
さ
れ
る

三
木
市
教
育
支
援
委
員
会
に
お
い

て
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

就
学
先
の
審
議
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
保
護
者
に
お
伝
え
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
と
保
護
者
の
思
い
を
十

分
に
尊
重
し
な
が
ら
、
就
学
先
で

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
支
援
が
行
え
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

②
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
具
体

的
な
支
援
に
関
す
る
情
報
は
、
教

育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
し

て
、
三
木
市
に
お
け
る
支
援
体
制

や
様
々
な
手
続
の
仕
方
を
詳
し
く

記
載
し
て
お
り
、
特
別
支
援
学
校

や
特
別
支
援
学
級
へ
の
入
学
・
入

級
に
つ
い
て
も
併
せ
て
示
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
通
常
学
級
に
在
籍
し
な

が
ら
特
別
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
通
級
指
導
教
室
に
つ
い

て
も
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い

る
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
在
り
方
や
情
報
発
信
の
行
い
方

を
継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

③
市
で
は
、
出
産
し
た
医
療
機
関

で
実
施
さ
れ
る
新
生
児
聴
覚
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て
費
用

の
全
額
助
成
を
行
い
、
難
聴
児
の

全
数
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で

再
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

専
門
の
医
療
機
関
で
精
密
聴
力
検

査
を
受
診
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

精
密
聴
力
検
査
の
結
果
は
、
県
の

医
療
機
関
等
と
保
健
行
政
機
関
を

つ
な
ぐ
母
子
保
健
医
療
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
「
養
育
支
援
ネ
ッ
ト
」

に
よ
り
、
医
療
機
関
か
ら
市
へ
情

報
提
供
が
な
さ
れ
、
市
は
そ
の
情

報
を
基
に
保
健
師
が
家
庭
訪
問
な

ど
を
行
い
、
保
護
者
に
対
し
て
難

聴
児
の
育
児
方
法
に
関
す
る
助
言

や
相
談
を
実
施
し
、
専
門
の
相
談

機
関
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

専
門
の
相
談
機
関
と
し
て
、
県

内
の
聴
覚
特
別
支
援
学
校
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
聴
覚
支
援
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
、
０
歳
児
か
ら
の
相
談

対
応
や
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
方
法
の
助
言
及
び
様
々
な

情
報
提
供
、
聴
力
測
定
や
補
聴
器

の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
聴
覚
特
別
支
援
学
校
で

は
、
１
、
２
歳
児
を
対
象
と
し
た

保
育
相
談
部
、
３
歳
か
ら
就
学
前

ま
で
の
幼
稚
部
で
専
門
的
な
教
育

が
行
わ
れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る

保
護
者
に
対
し
て
情
報
提
供
や
連

絡
調
整
を
行
い
、
早
期
か
ら
の
適

答 問
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▲三木市ホームページ
　三木市特別支援教育についてはこちら

◆ 企業会計の知識を習得した職員の育成
　水道、下水道、病院の各公営企業や、市が出資する法人などを所管する部署に配属された職員
には、企業会計原則に基づく経理の知識が必要となるが、監査委員からは、職員の知識は十分で
はなく、前例を踏襲した事業執行を行っているとの指摘もあることを踏まえ、将来の経営リスク
を回避し、安定的な行政運営を図るためにも、人事異動も考慮した継続的な人材育成に努められ
たい。

◆ 多文化共生事業
　外国人住民の増加とともに、言語や生活習慣の違いから生じる様々な課題に対応し、住民の誰
もが共に認め合い、共に支え合って暮らす多文化共生社会の実現を目指した取組として、職員向
けに「やさしい日本語研修」や「多文化共生理解研修」を実施し、各課窓口において外国人住民
への対応が進められているが、より円滑なコミュニケーションを図ることができるよう、職員研
修を充実させ対応力向上に努められたい。

◆ 予防接種事業及び町ぐるみ健診事業
　女性特有の疾患である子宮頸がん検診や、若年女性を対象とした子宮頸がん予防ワクチン接種
について、仕事や育児等で忙しく受診する暇がない、あるいは検査には痛みを伴うため受診を敬
遠するなどの理由で、受診率及び接種率が低い状況にあるため、検診が受けやすくなるための方
法を検討しつつ、検診やワクチン接種の重要性を理解していただけるよう十分に周知し、受診率
及び接種率の向上を図ることで、子宮頸がん等の予防及び早期発見につながるよう努められた
い。

決算特別委員会審査報告（抜粋）
　令和５年度各会計決算の認定に関する議案７件は、９月定例会で上程された後、決算特別
委員会で延べ５日間にわたって審議され、11月27日の12月定例会開会日に認定されました。
　委員会の審査報告に付された意見、要望の一部をご紹介します。

行政視察の受入
三木市議会では、他市町村からの行政視察を受け入れています。令和６年１０月１日から１２月末までの受入状況は次のとおりです。

10月  4日
10月  7日
10月15日

10月30日

11月11日
11月12日
11月13日

月 日 県・市町村名等 委員会名・会派名 調　査　事　項
福岡県八女市
栃木県佐野市
大分県中津市

広島県

高知県南国市
沖縄県名護市
鳥取県米子市

厚生常任委員会
総務常任委員会
総務企画環境委員会

－

みらいの会(会派)
礎之会(会派)
蒼生会(会派)

縁結び課の取組み
公共施設の複合化について
縁結び事業について

みきで愛（出会い）サポートセンター事業について
みきで愛（出会い）サポートセンターについて
三木市多文化共生推進プラン策定について

結婚支援について

切
な
支
援
に
つ
な
い
で
い
る
。
　

　
　

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

　
　
グ
検
査
で
は
異
常
が
見
つ
か

ら
ず
、
成
長
の
過
程
で
聴
覚
の
異

変
が
見
つ
か
っ
た
方
に
対
し
て
、

適
切
な
検
査
や
支
援
に
つ
な
げ
る

取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
問
う
。

　
　
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

　
　

グ
検
査
は
、
出
産
後
３
日
目

程
度
で
の
検
査
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
降
も
、
乳
幼
児
健
診
時
に
聴
力

の
確
認
を
行
い
、
難
聴
児
の
状
況

把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
難
聴
児
の
保
護
者
に
対

し
て
も
、
保
健
師
の
相
談
と
併
せ
、

聴
覚
支
援
セ
ン
タ
ー
や
聴
覚
特
別

支
援
学
校
の
専
門
機
関
等
に
つ
な

ぎ
、
難
聴
児
の
よ
り
良
い
発
達
を

支
援
し
て
い
る
。

奈良県町村議会
議長会

ＤＸ推進・行財政対策
特別委員会 書かない窓口について11月  7日

問答
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◆ 狭あい道路整備事業
　建築物が立ち並んでいる場所で幅員４ｍ未満である狭あい道路を拡幅整備する事業であり、道
路の拡幅は、日常生活での移動や災害時の避難、緊急車両の通行、快適な環境空間の確保といっ
た市民が安心、安全に暮らせるまちづくりに重要な役割を果たしているが、令和５年度は寄附申
出がなく予算執行されていないため、事業の必要性や重要性を地域や地権者に十分に理解してい
ただいた上で、協力をお願いするなど、積極的な事業の推進に努められたい。

◆ 下水道事業の経営
　人口減少や節水意識の高まりにより使用料収入が減少する中、燃料価格や人件費の高騰などに
より経営環境が悪化し、数年間で現金預金が枯渇する恐れもあることから、使用料改定なども視
野に入れた経営戦略の見直しを行い、経営改善に向けた取組を進められているが、一方で決算上
は純損益が黒字であるなど、その状況は一見して理解されにくい面もあるため、使用者に対して
はわかりやすい資料をもって説明し、理解が深まるよう努められたい。

◆ 不登校対策事業
　学校に行きにくい、行けない児童生徒への対応として、教育センターでの「みっきぃルーム」
や、各学校での「サポート教室」の運営に加え、児童生徒ごとにケース会議を実施するなど、
個々の事情に応じたきめ細やかな対応を実施されているが、市内も全国的な傾向と同様に、不登
校児童生徒が増加する傾向にあることから、引き続き事業内容を検証し、学校復帰や将来的な社
会復帰につなげられるよう努められたい。

告報察視会員委
◎ 議会運営委員会

視察日　10月29日（火）～30日（水）　

視察先・調査項目　
岐阜県可児市  高校生議会、議会ＢＣＰ、議会報告会
静岡県裾野市  議会ＢＣＰ、市議会だより等広報の充実
静岡県菊川市  こども議会、議会ＢＣＰ、議会ふれあい
　　　　　　 ミーティング「語ら座ぁ」

議会ＢＣＰ（可児市）
　議会の課題の一つとして議会BCPが取り上げられ、コロナ感染が拡大する中で議会の機能を維持するため
の対策、災害発生時に議会としてどのように対応するかなどを盛り込んで「可児市議会 議会業務継続計画」
が策定された。
　策定後は市の防災訓練に合わせて議員が各地の防災訓練に入り、タブレット端末を利用して情報収集を行
い、災害現場の写真や状況を議長が集約し、議会事務局に報告するなど実践的な訓練を行っていた。
三木市では議会BCPが未策定のため、感染症や災害時の危機管理体制強化に向けた議論を重ねることが必要
であると感じた。

所感（抜粋）

市議会だより等広報の充実 （裾野市）
　広報広聴を所管する常任委員会を設置しており、題字作成や市民インタビューにより市民参画者を増加さ
せ、関心を持ってもらえるように努力されていた。
　また、YouTubeによる録画配信や市議会facebookを開設して議長公務などを含め閉会中も積極的な発信を
行われていた。
　経費面などからYouTubeによる配信の是非や、SNSによる発信も検討し、より多くの市民に情報を届ける
手法を検討したい。
こども議会 （菊川市）
　こども議会は、将来の市議会議員及び有権者の教育を図ることを目的として実施しており、令和5年は小学
5年生から中学3年生を対象に15人を定員として募集した。議員はこども議員とテーマ決めや研究、提言書の
作成を行い、執行部は調査研究への協力やこども達の意見や提言を聴き、今後のまちづくりの参考としてい
た。
　こども議会に限らず将来を担う世代に対して、郷土愛醸成や主権者教育の一環として意見交換等をする事
が必要であると感じた。

▲岐阜県可児市役所
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2月21日（金）

3月  5日（水）
6日（木）
7日（金）

27日（木）

市長新年度施政方針
議案上程・市長提案説明

質疑・一般質問

討論・採決等

本会議の様子をラジオ
「エフエム三木」（76.1ＭＨｚ）
で生放送します

※いずれも午前１０時から開催する予定です。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせいただくか、
　市のホームページをご覧ください。

３月定例会のお知らせ
次回定例市議会は下記の日程で行う予定です。ぜひ傍聴にお越しください。

議場コンサートを開催しました

　三木市議会では、多くの市民の皆様に議場に来ていただき、議会をより身近に感じてもらうため、
11月27日の本会議開会前に、市制施行70周年記念議場コンサートを開催しました。
　議場コンサートでは、5組の演奏者の皆様が奏でる美しい音色が議場内に響き渡り、来場された市民
の皆様も楽しまれているご様子でした。

♪ねこ、ステップ踏んじゃった！
♪犬のおまわりさん24時 ♪ふるさと変奏曲

♪愛の喜び
♪四季の抒情歌メドレー

♪見上げてごらん夜の星を
♪糸　　♪愛の讃歌

♪喜びの歌(市制施行70周年Ver.)

♪川の流れのように
♪時の流れに身をまかせ

【三木室内管弦楽団】

【ちょもらんまブラスアンサンブル】【山口小春さん、天手鼓舞】
て ん て こ ま い

【三木市吹奏楽団】 【べびままおとあそびくらぶ】




